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陸
上
自
衛
隊
の
記
念
行
事
（
春
日
井
駐
屯
地
）

海
上
自
衛
隊
艦
艇
一
般
公
開
（
名
古
屋
港
）

２０２４年（令和６年）秋号

【観閲式・観閲行進の様子】

１

（写真提供：春日井駐屯地）

本
年
７
月
７
日
に
、
陸
上
自

衛
隊
「
春
日
井
駐
屯
地
創
立
57

周
年
記
念
行
事
」
（
愛
知
県
春

日
井
市
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
会
場
で
は
、
観
閲
式
・

観
閲
行
進
を
始
め
と
し
て
、
整

地
作
業
や
除
雪
作
業
な
ど
に
使

用
さ
れ
る
グ
レ
ー
ダ
の
展
示
の

ほ
か
、
衛
生
科
隊
員
に
よ
る
傷

病
者
の
救
護
や
掩
体
掘
削
機
に

よ
る
瓦
礫
の
除
去
と
い
っ
た
災

害
時
の
対
応
訓
練
展
示
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
78

式
戦
車
回
収
車

（
戦
車
等
の
野
外
回
収
作
業
及

び
整
備
作
業
に
使
用
）
へ
の
試

乗
（
写
真
表
紙
）
が
行
わ
れ
、

大
き
な
エ
ン
ジ
ン
音
や
キ
ャ
タ

ピ
ラ
ー
の
振
動
に
参
加
者
は
驚

い
た
様
子
で
し
た
。

当
日
は
炎
天
下
に
も
関
わ
ら

ず
、
多
く
の
方
々
が
訪
れ
ま
し

た
。 春

日
井
駐
屯
地
創
立
57
周
年

記
念
行
事

自衛隊の活動

第
19
代
第
10
後
方
支
援
連
隊
長
兼
ね
て

第
31
代
春
日
井
駐
屯
地
司
令
の
コ
メ
ン
ト【春日井駐屯地司令

荒川ゆかり１等陸佐】

記
念
行
事
当
日
は
気
温
が
37

度
を
超
え
る
猛

暑
日
。
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
来

場
者
の
皆
様
に
駐
屯
地
司
令
と
し
て
伝
え
た
か

っ
た
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
昨
年
度

末
の
改
編
に
よ
り
、
駐
屯
地
の
構
成
部
隊
が
変

化
し
、
主
要
な
駐
屯
部
隊
で
あ
っ
た
偵
察
隊
が

偵
察
戦
闘
大
隊
と
し
て
新
編
・
移
駐
し
た
こ
と
、

も
う
一
つ
は
こ
の
駐
屯
地
が
安
全
・
安
心
を
提

供
し
、
地
域
の
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
な
る
と
い

う
決
意
で
す
。

そ
の
た
め
に
訓
練
展
示
の
内
容
も
、
よ
り
地

域
に
と
っ
て
身
近
な
災
害
派
遣
を
テ
ー
マ
と
し
、

駐
屯
部
隊
で
あ
る
後
方
支
援
連
隊
や
施
設
大
隊

の
装
備
や
機
能
を
主
体
に
し
ま
し
た
。
能
登
半

島
地
震
の
記
憶
も
ま
だ
新
し
い
時
期
で
す
の
で

関
心
を
も
っ
て
見
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
装
備
品
展
示
や
装
備
品
試
乗
、
ち
び
っ
こ

広
場
な
ど
の
企
画
は
小
さ
な
お
子
様
に
も
喜
ん

で
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。



２０２４年（令和６年）秋号２

【潜水艦救難艦「ちよだ」】

本
年
７
月
６
日
及
び
７
日
に
、
海
上
自
衛
隊
に
よ

る
潜
水
艦
救
難
艦
「
ち
よ
だ
」
の
一
般
公
開
が
名
古

屋
港
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ち
よ
だ
」
は
遭
難
（
事
故
）
潜
水
艦
か
ら
乗
員

を
救
出
す
る
こ
と
を
主
任
務
と
し
て
お
り
、
深
海
救

難
艇
（
Ｄ
Ｓ
Ｒ
Ｖ
）
等
、
他
の
艦
船
で
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
装
備
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
一
般

公
開
で
は
そ
の
深
海
救
難
艇
（
Ｄ
Ｓ
Ｒ
Ｖ
）
の
格
納

引
き
出
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
甲
板
で
は
ゴ

（写真提供：愛知地方協力本部）

ム
ボ
ー
ト

の
展
示
な

ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

名
古
屋
港

へ
の
自
衛

艦
の
寄
港

は
３
年
ぶ

り
で
、
当

日
は
猛
暑

の
中
、
２

日
間
で
約

２
９
０
０

人
が
来
場

さ
れ
ま
し

た
。

【深海救難艇】
（ＤＳＲＶ：Deep Submergence Rescue Vehicle）

【甲板でのゴムボートの展示】

（写真提供：春日井駐屯地）

潜
水
艦
救
難
艦
「
ち
よ
だ
」
の
一
般
公
開

【災害時の対応訓練の様子】（瓦礫の除去（左）、傷病者の救護（右））



２０２４年（令和６年）秋号

自衛隊の活動

令
和
６
年
度

陸
上
自
衛
隊
と
米
陸
軍
と
の
実
動
訓
練

「
オ
リ
エ
ン
ト
・
シ
ー
ル
ド
24
」

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
我
が
国
の
防
衛
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
で
あ
る

「
日
米
同
盟
の
抑
止
力
と
対
処
力
の
強
化
」
を
図

る
た
め
、
各
種
の
日
米
共
同
訓
練
を
実
施
し
て
お

り
、
今
般
、
東
海
防
衛
支
局
管
内
で
も
関
連
す
る

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【東海防衛支局現地連絡調整所】 【米陸軍と調整する東海防衛支局職員】

実
動
訓
練
の
概
要

陸
上
自
衛
隊
は
、
令
和
６
年
7
月
18
日
か
ら
26
日

ま
で
の
間
、
陸
上
自
衛
隊
饗
庭
野
演
習
場
（
滋
賀

県
高
島
市
）
な
ど
に
お
い
て
、
米
陸
軍
と
の
実
動

訓
練
「
オ
リ
エ
ン
ト
・
シ
ー
ル
ド
24
」
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
訓
練
は
、
陸
上
自
衛
隊
及
び
米
陸
軍
の
部

隊
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
系
統
に
従
い
、
共
同
し

て
作
戦
を
実
施
す
る
際
の
連
携
要
領
を
実
行
動
に

よ
り
演
練
し
、
共
同
対
処
能
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
陸
上
自
衛
隊
か
ら
約

１
８
０
０
名
、
米
陸
軍
か
ら
約
８
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
主
に
、
同
演
習
場
に
お
い

て
、
陸
上
自
衛
隊
の
諸
職
種
協
同
部
隊
と
米
陸
軍

歩
兵
部
隊
等
と
の
共
同
戦
闘
訓
練
、
陸
上
自
衛
隊

と
米
陸
軍
の
攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
対
戦
車
火
器
、

各
種
小
火
器
に
よ
る
共
同
実
射
訓
練
な
ど
を
行
い
、

日
米
同
盟
の
抑
止
力
と
対
処
力
の
強
化
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
際
し
、
東
海
防
衛
支
局
管
内
（
愛

知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
）
に
お
い
て
は
、
饗
庭

野
演
習
場
で
の
訓
練
で
使
用
す
る
陸
上
自
衛
隊
及

び
米
陸
軍
の
航
空
機
（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
の
整
備
、

駐
機
の
た
め
、
陸
上
自
衛
隊
明
野
駐
屯
地
（
三
重

県
伊
勢
市
）
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
同
駐
屯
地
に
は
、
訓
練
準
備
か
ら

撤
収
ま
で
の
約
３
週
間
に
わ
た
り
、
陸
上
自
衛
隊

の
航
空
機
・
要
員
に
加
え
、
米
陸
軍
の
航
空
機
・

要
員
（
約
10
機
・
約
１
3
０
名
、
い
ず
れ
も
最
大

時
）
が
展
開
・
滞
在
し
ま
し
た
。

当
支
局
は
、
同
駐
屯
地
に
所
在
す
る
陸
上
自
衛

隊
航
空
学
校
と
緊
密
に
連
携
し
、
関
係
地
方
公
共

団
体
に
対
し
、
日
米
同
盟
の
抑
止
力
と
対
処
力
の

強
化
の
必
要
性
と
本
訓
練
の
意
義
・
重
要
性
を
説

明
し
、
明
野
駐
屯
地
の
使
用
に
つ
い
て
理
解
を
得

る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
及
び
米
陸
軍
の
滞
在
期
間

中
、
同
駐
屯
地
内
に
現
地
連
絡
調
整
所
を
開
設
し

て
職
員
を
派
遣
し
、
日
米
間
の
連
携
維
持
、
関
係

地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
絡
調
整
及
び
不
測
の
事

態
発
生
時
の
初
動
対
応
を
適
切
に
行
え
る
態
勢
を

と
り
、
訓
練
の
円
滑
な
実
施
に
寄
与
し
ま
し
た
。

東
海
防
衛
支
局
管
内
に
お
け
る
活
動

３



２０２４年（令和６年）秋号

岐
阜
県
豪
雨
災
害
対
応
防
災
訓
練

防
衛
施
設
の
設
置
・
運
用
に
係
る
要
望

地 域 社 会

との連携・調和
令
和
６
年
５
月
29

日
、
岐
阜
県
庁
に
お
い
て

「
令
和
６
年
度
豪
雨
災
害
対
応
防
災
訓
練
」
が
行

わ
れ
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
自
衛
隊
な
ど
の
活

動
の
支
援
を
担
う
東
海
防
衛
支
局
か
ら
も
担
当
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
豪
雨
災
害
発
生
時
に
お
け
る
県

と
各
市
町
村
及
び
関
係
機
関
が
連
携
し
た
情
報
伝

達
・
集
約
、
避
難
情
報
発
令
、
災
害
対
策
本
部
運

営
等
の
手
順
確
認
な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

県
及
び
各
市
町
村
の
ほ
か
、
自
衛
隊
を
始
め
と
す

る
国
の
機
関
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
業
者
な
ど
68
機
関

か
ら
約
４
７
０
名
が
参
加
し
、
相
互
の
連
携
要
領

を
確
認
し
な
が
ら
一
連
の
手
順
を
進
め
る
と
と
も

に
、
能
登
半
島
地
震
の
経
験
・
教
訓
を
踏
ま
え
た

課
題
へ
の
対
策
に
つ
い
て
も
共
有
・
検
証
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

訓
練
の
前
日
、
岐
阜
県
内
で
は
、
大
雨
に
よ
る

河
川
氾
濫
の
危
険
が
高
ま
り
、
一
部
地
域
に
警
戒

レ
ベ
ル
４
の
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
関

係
各
所
で
災
害
発
生
に
備
え
た
態
勢
が
と
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
訓
練
は
、
本
番
さ
な
が
ら
の
高
い

緊
張
感
の
中
で
行
わ
れ
、
当
支
局
と
し
て
も
、
関

係
機
関
と
の
連
携
要
領
を
改
め
て
確
認
す
る
有
意

義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

【災害対策本部での訓練の様子】

災
害
対
応
防
災
訓
練
の
概
要

令
和
６
年
7
月
19
日
、
東
海
防
衛
支
局
は
、
航
空
自

衛
隊
小
牧
基
地
が
所
在
す
る
春
日
井
市
の
同
基
地
周
辺

地
域
の
市
民
、
市
議
会
議
員
等
で
構
成
す
る
春
日
井
市

飛
行
場
周
辺
対
策
市
民
協
議
会
の
訪
問
を
受
け
、
同
基

地
の
設
置
・
運
用
に
関
す
る
要
望
に
対
す
る
防
衛
省
・

自
衛
隊
の
対
応
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
質
疑
応
答
・

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

当
支
局
と
し
て
は
、
地
方
公
共
団
体
や
住
民
の
皆
様

の
ご
意
見
・
ご
要
望
に
耳
を
傾
け
、
引
き
続
き
、
防
衛

施
設
と
周
辺
地
域
の
調
和
を
図
る
施
策
を
誠
実
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

防
衛
施
設
の
設
置
・
運
用
に
係
る
要
望

（
春
日
井
市
飛
行
場
周
辺
対
策
市
民
協
議
会
）

【春日井市飛行場周辺対策市民協議会 長谷川会長（左）
東海防衛支局 滝川次長（右）】

４



自
衛
隊
機
を
安
定
的
に
運
用
す
る
た
め

に
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
多
く
の
部
品
が

高
い
性
能
を
有
し
、
か
つ
そ
の
性
能
を
常

に
発
揮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

部
品
の
中
で
も
３
次
元
の
自
在
な
動
き
を

制
御
す
る
ア
ク
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
戦
闘
機
、

固
定
翼
哨
戒
機
、
輸
送
機
な
ど
自
衛
隊
機

の
飛
行
に
不
可
欠
で
す
。

前
号
ま
で
ご
紹
介
し

た
「
防
衛
力
の
抜
本
的

強
化
の
７
つ
の
分
野
」

に
お
い
て
も
自
衛
隊
機

が
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
そ
の
生
産
・
修
理

を
担
う
ナ
ブ
テ
ス
コ
㈱

は
、
我
が
国
の
防
衛
を

大
き
く
支
え
る
地
元
企

業
の
一
つ
で
す
。

２０２４年（令和６年）秋号 ５

防
衛
を
支
え
る
地
元
企
業

我
が
国
の
防
衛
を
支
え
る
東
海
３
県
の
地
元
企
業

ナ
ブ
テ
ス
コ
㈱
航
空
宇
宙
カ
ン
パ
ニ
ー

岐
阜
工
場

防 衛 装 備 品

調 達 事 務

【自動ドア】

生
産
工
場
は
全
国
に
６
箇
所
あ
り
、

東
海
３
県
で
は
、
岐
阜
県
に
岐
阜
工

場
、
垂
井
工
場
、
三
重
県
に
津
工
場

を
有
し
て
い
ま
す
。

航
空
機
器
事
業
の
生
産
拠
点
で
あ

る
航
空
宇
宙
カ
ン
パ
ニ
ー
岐
阜
工
場

で
は
、
航
空
機
用
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

ー
を
製
造
し
て
お
り
、
民
間
機
で
は
、

【ホームドア】

国
内
で
開
発
さ
れ
た
航
空
機
に
使

用
さ
れ
て
い
る
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー

は
、
ほ
ぼ
全
て
ナ
ブ
テ
ス
コ
㈱
で
設

計
・
製
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
長
年
の
開
発
・

も
の
づ
く
り
で
培
っ
た
高
い
品
質
と

信
頼
性
に
加
え
、
次
の
よ
う
な
設

計
・
製
造
上
の
特
長
が
あ
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
製
品
が
自
社
設
計

主
要
な
部
品
や
特
殊
工
程
と
呼
ば
れ
る

表
面
処
理
、
熱
処
理
、
非
破
壊
検
査
工

程
を
自
社
で
一
元
管
理
で
き
る
設
備
と

熟
練
工
を
保
有

【岐阜工場 全景】

は
じ
め
に

日
常
に
あ
る
ナ
ブ
テ
ス
コ
製
品

岐
阜
工
場
の
主
要
製
品

生
産
体
制
の
特
徴

【固定翼哨戒機Ｐ－１】

【アクチュエーター】

【アクチュエーターが組み込まれている箇所】

本
項
で
は
、
私
た
ち
が
普
段
接
し

て
い
る
製
品
を
製
造
し
て
い
る
東
海

３
県
の
地
元
企
業
が
、
我
が
国
の
防

衛
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
る
か
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
長
い
歴

史
を
持
つ
㈱
ナ
ブ
コ
と
帝
人
製
機
㈱

の
２
社
が
、
２
0
０
３
年
に
統
合
し

誕
生
し
た
ナ
ブ
テ
ス
コ
㈱
で
す
。
独

創
的
な
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

技
術
で
私
た
ち
の
移
動
・
生
活
空
間

に
安
全
・
安
心
・
快
適
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
我
が
国
の
防
衛
に
お
い

て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

自
動
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｏ
」
の
マ
ー
ク
、
ご
存
じ
の
方
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ナ
ブ
テ
ス
コ

㈱
の
「
う
ご
か
す
、
と
め
る
。
」
を

精
密
に
制
御
す
る
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
技
術
は
、
駅
に
設
置
さ
れ

る
ホ
ー
ム
ド
ア
、
鉄
道
車
両
用
ド
ア

開
閉
装
置
や
鉄
道
車
両
用
ブ
レ
ー
キ

シ
ス
テ
ム
、
航
空
機
の
姿
勢
制
御
や

方
向
転
換
を
担
う
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

ー
、
歩
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
義
足
な

ど
日
常
に
あ
る
幅
広
い
分
野
で
活
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
７
７
７
、
７

６
７
、
７
４
７-

８
、
７
３
７

Ｍ
Ａ
Ｘ
な
ど
に
、
我
が
国
の
防

衛
に
欠
か
せ
な
い
自
衛
隊
機
で

は
、
戦
闘
機
（
Ｆ-
２
）
、
固

定
翼
哨
戒
機
（
Ｐ-

１
）
、
輸

送
機
（
Ｃ-

２
）

、
輸
送
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
（
Ｃ
Ｈ-

47

Ｊ
、
同

Ｊ
Ａ
）
な
ど
に
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。

①②

こ
の
よ
う
に
、
社
内
自
己
完
結
型
の
設

計
や
製
造
の
強
み
を
活
か
す
こ
と
で
航
空

機
メ
ー
カ
ー
や
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
国
内
外

の
顧
客
ニ
ー
ズ
を
設
計
・
製
造
・
サ
ー
ビ

ス
に
反
映
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
ま

す
。



２０２４年（令和６年）秋号

すずき くになお

自
衛
隊
と
の
関
わ
り

「 愛 三 岐 の

ま ち か ら 」

と

よ

や

ま

ち

ょ

う

愛
知
県

豊
山
町

鈴木 邦尚 豊山町長

【総合防災訓練における車両展示】

【
小
さ
く
て
キ
ラ
リ
と
輝
く
ま
ち
】

地空人くん

航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
は
、
小

牧
市
、
春
日
井
市
及
び
豊
山
町
の

２

市

１

町

に

ま

た

が

っ

て

い

ま

す
。
小
牧
基
地
の
自
衛
官
の
皆
様

に
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
本
町

の

総

合

防

災

訓

練

に

お

い

て

車

両

の

展

示

等

を

行

っ

て

い

た

だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の

防

災

会

議

に

お

い

て

も

災

害

時

の

対

応

に

つ

い

て

ご

指

導

い

た

だ
く
な
ど
、
町
民
の
防
災
意
識
の

向

上

に

ご

尽

力

い

た

だ

い

て

お

り
ま
す
。
地
域
の
安
心
・
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
今
後
も
自
衛
隊

と

の

緊

密

な

連

携

を

図

っ

て

い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
本
町
で
は
名
古
屋
空
港

の
隣
接
地
に
愛
知
県
に
よ
る
基
幹

的
広
域
防
災
拠
点
の
整
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。
愛
知
県
を
は
じ
め
当

圏
域
に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
、
直
ち
に
救
出
・
救
助
部
隊
を

派
遣
し
、
応
急
復
旧
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
緊
急

支
援
物
資
の
輸
送
拠
点
と
し
て
の

活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
平
常
時

は
防
災
教
育
施
設
や
ア
リ
ー
ナ
な

ど
の
誰
も
が
活
用
で
き
る
都
市
公

園
と
し
て
活
用
し
て
い
く
考
え
で

す
。
ま
ち
の
よ
り
一
層
の
発
展
を

目
指
す
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
住

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住
め
る

基
盤
整
備
が
必
要
で
す
。
基
幹
的

広
域
防
災
拠
点
を
要
と
し
た
、
災

害
に
強
い
魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【航空館ｂｏｏｎ】 （航空関連施設）

【神明公園】
（名古屋空港に隣接する都市公園）

本
町
が
空
港
と
と
も
に
歩
み
を
開
始

し
た
の
は
、
小
牧
陸
軍
飛
行
場
が
運
用

開
始
と
な
っ
た
、
昭
和
19

年
の
こ
と
で

し
た
。
当
時
は
１
日
２
万
人
を
超
え
る

周
辺
住
民
が
協
力
し
て
飛
行
場
の
建
設

に
あ
た
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
周
辺
の
防
衛
を
目
的
に
建
設

さ
れ
た
飛
行
場
は
、
米
軍
に
よ
る
接
収

を
経
た
後
、
昭
和
35

年
に
中
部
地
域
の

空
の
玄
関
口
と
な
る
名
古
屋
空
港
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

㈱
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
に
よ

り
、
全
国
９
都
市
へ
定
期
便
が
運
航
さ

れ
て
い
ま
す
。

豊
山
町
は
、
愛
知
県
で
最
も
面
積
の

小
さ
な
自
治
体
で
す
。
6
・
18

と
い

う
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
域
の
約
３
分
の
１

を
県
営
名
古
屋
空
港
が
占
め
、
あ
い
ち

航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
、
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
研
究
拠
点
、

航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
な
ど
特
色
あ
る
航
空

関
連
施
設
が
立
地
す
る
「
ヒ
コ
ー
キ
の

ま
ち
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
営
名
古

屋
空
港
と
航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
は
、

滑
走
路
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

隣
接
す
る
都
市
公
園
か
ら
は
、
民
間
機

と
自
衛
隊
機
の
様
々
な
機
体
が
滑
走
路

か
ら
飛
び
立
つ
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
休
日
に
は
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
い
ま
す
。

㎢

６



２０２４年（令和６年）秋号

防
衛
省
所
管
国
有
地
（
周
辺
財
産
）
の
個
人
・

企
業
等
に
対
す
る
使
用
許
可
の
ご
案
内

周 辺 財 産

有 効 活 用防
衛
省
は
、
自
衛
隊
等
の
飛
行
場
周
辺
地
域
に
お
け
る
騒
音
対
策
の
一

つ
と
し
て
住
宅
等
の
移
転
措
置
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
岐
阜
県
各
務
原
市

の
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
周
辺
に
は
、
防
衛
省
が
同
事
業
に
よ
り
買
い
入

れ
た
国
有
地
（
周
辺
財
産
）
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

東
海
防
衛
支
局
は
、
こ
の
よ
う
な
国
有
地
の
有
効
活
用
を
図
る
観
点
か

ら
、
一
定
の
条
件
の
下
、
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
公
共
的
な
目
的
に
よ
る

使
用
許
可
の
ほ
か
、
個
人
、
企
業
等
に
対
し
て
も
有
償
で
の
使
用
許
可
を

行
っ
て
い
ま
す
。

使
用
許
可
に
つ
い
て

居
住
目
的
で
の
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

原
状
回
復
が
容
易
な
プ
レ
ハ

ブ
・
舗
装
・
簡
易
な
工
作
物
等

の
設
置
は
可
能
で
す
。
（
駐
車

場
、
資
材
置
き
場
、
家
庭
菜
園
、

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
モ
デ
ル
ル

ー
ム
な
ど
）

利
用
の
申
し
出
の
後
、
内
容
を

審
査
し
た
上
、
公
平
性
・
透
明

性
を
確
保
す
る
た
め
、
公
募
を

行
い
ま
す
。

国
有
財
産
の
管
理
上
支
障
が
生

じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
等
、
使
用
許
可
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

お問い合わせ先
東海防衛支局 施設補償管理課 管理第１係
電話 052-952-8224

詳
細
は
支
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
岐
阜
飛

行
場
周
辺
に
お
け
る

国
有
地
（
防
衛
省
所

管
）
の
使
用
を
希
望

●●●●

●
さ
れ
る
方
へ
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

東 海 防 衛 支 局 長 着 任 紹 介

東海防衛支局長
前田 肇

令和６年７月１９日付けで東海防衛支局長を拝命

しました前田です。本年は防衛省・自衛隊の発足から

７０年という節目の年であり、また、戦後最も厳しく

複雑な安全保障環境の中、支局長という重責を担うこ

とについて、改めて身の引き締まる思いです。

当支局が管轄する東海３県には、自衛隊の活動基盤

を支える多くの重要な防衛施設や防衛生産・技術基盤

が所在しており、その重要性は益々高まっています。

防衛省・自衛隊の様々な活動は、その基盤である防衛

施設と周辺地域との調和を図りつつ、地方公共団体や

地域の皆様の理解と協力があって、はじめて可能とな

ります。

私は、支局職員と共に、引き続き、地方公共団体や地域の皆様の理解と協力を得

ていく各種施策や装備品取得に係る監督・検査等を適切に行ってまいる所存ですの

で、よろしくお願い申し上げます。

７

【有効活用例（駐車場）】

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/base/pdf/siyoukyokagoannnai-0430-01.pdf



２０２４年（令和６年）秋号８

出張はどこへ？

出張は年に１５回程度で、岐阜飛
行場が所在する岐阜県各務原市へ
行くことが多いです。
休暇は取得しやすい雰囲気
です。私は月に１回程度取得
するよう心掛けています。

職場の雰囲気は？

入省前は公務員でかつ防衛省で
あるということもあり、上下関係が厳
しく堅い職場なのではと思っていまし
たが、上司や先輩職員の方々は

皆話しやすく、相談もしやすい環境
であり、安心して仕事をすることが
できます。

防衛省職員になりたいアナタへ！

採用情報はこちらの二次元コードをチェック

休暇は取りやすい？



２０２４年（令和６年）秋号

自衛隊地方協力本部からのお知らせ

愛 知 地 方 協 力 本 部

( 電話 )０５２－３３１－６２６６
https://www.mod.go.jp/pco/aichi/

岐 阜 地 方 協 力 本 部

( 電話 )０５８－２３２－３１２７
https://www.mod.go.jp/pco/gifu/

三 重 地 方 協 力 本 部

( 電話 )０５９－２２５－０５３１

● 「自衛隊 広報ＲＯＯＭ」（名古屋市中村区椿町21-2 第3太閤ﾋﾞﾙ1Ｆ）
自衛隊の活動などの写真パネルや模型、オートバイ（偵察用）などを展示している楽し

めるスポットです。年間３回ほど、自衛隊グッズがもらえるイベントも開催していますの

で、ぜひ、お気軽に遊びにきてください。

● 自衛隊広報センター「自衛館」（岐阜市神田町9-4 KJビル１F）
自衛隊のパネルや装備品を展示しています。中でも、F-4ファントム模擬コクピットは

実機の部品を使った本物そっくりなもので、操作レバーの重さや計器に囲まれた雰囲気は

一級品です。 F-4コクピットのここだけでしか出来ない体験をしにきてください。

● フリースペースをオープンしました！（三重県津市桜橋１－９１）
左記二次元コードから航空機の体験搭乗や基地見学（体験喫食など）等、楽しいイベント

の案内をしています！フリースペースご来訪時には、レアなグッズが手に入るかも⁈
https://www.mod.go.jp/pco/mie/

※ 地方協力本部（地本）は、各都道府県にある自衛隊の総合窓口です。

【発行】東海防衛支局広報誌編集委員会

〒460-0001 愛知県名古屋市中区三の丸2-2-1 名古屋合同庁舎第１号館 (電話) 052-952-8212

２０２４年(令和６年)秋号 （通巻第６０号) https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/

９

東海防衛支局では、国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験・高卒者試験・社会人試験（係員

級））合格者から防衛省職員を採用しています。

令和６年度には「業務説明会」及び「現場見学説明会」を東海防衛支局、陸上自衛隊守山駐屯地及

び航空自衛隊岐阜基地において、これまでに計７回実施し、多くの方に参加いただきました。

「業務説明会」では、現役職員への質問や貴重な経験談を聞くことができ、また、「現場見学説明

会」では、職場の雰囲気を実際に体感できる機会として、大変好評をいただいております。

令和７年度についても各種採用イベントを実施する予定です。参加には事前申込みが必要になりま

すので、詳しくは東海防衛支局または防衛省のホームページをご確認ください。

・１０月上旬及び下旬：機関訪問／職員との懇談会

・１１月中旬(最終合格発表後)：採用面談

東海防衛支局ホームページ「採用情報」

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/recruit/

お問い合わせ先：東海防衛支局 総務課 052-952-8221

一 般 職 試 験（ 高 卒者 試 験） 採 用イ ベ ント 予 定

防衛省職員採用に関するご案内

【業務説明会（東海防衛支局）】 【現場見学説明会（岐阜基地）】

【現場見学説明会（守山駐屯地）】

【現場見学説明会（守山駐屯地）】


